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会  議  名 令和６年度第５回港区指定管理者選定委員会 

開 催 日 時      令和６年８月２日（金）午前１０時３０分から正午まで 

開 催 場 所      庁議室 

委   員      

■出席者 

（委員長）荒川企画経営部長 （副委員長）湯川総務部長 

（委員）相川企画課長、野々山連携協創担当課長、江村財政課長 

（説明員）金田芝浦港南地区総合支所管理課長 

■欠席者 

若杉総務課長、大浦契約管財課長 

事 務 局      企画経営部企画課 

会 議 次 第      

審議事項 

（１）指定管理者候補者の選定について 

・ 港区立伝統文化交流館     【資料１】 

・ 港区立しばうら保育園・しばうら保育園分園  【資料２】 

・ 港区立箱根ニコニコ高原学園    【資料３】 

・ 港区立みなと科学館     【資料４】 

配布資料 

（本施設に係るもの） 

資料●  指定管理者候補者選定調書 

資料●－２ 指定管理者候補者選考委員会報告書 

資料●－３ 選考委員会審査結果 

資料●－４ 選考委員会会議録 

資料●－５  指定管理者候補者の事業提案書 

資料●－６ 第三者評価報告書 

資料●－７  令和５年度指定管理施設評価票 

資料●－８  指定管理者応募者提案内容の比較表（該当施設のみ） 

 会議の結果及び主要な意見（本施設に係るもの） 

（意見者） 

 

金田課長 

 

湯川部長 

金田課長 

 

 

湯川部長 

 

 

 

 

・港区立しばうら保育園・しばうら保育園分園 

（資料について説明） 

 

選定調書に記載のある主な事業提案は現在、既にやっている内容も入っているか。 

ダンスあそびは新規の事業で、えいごあそびは現在、保育士が実施しているが、新た

に専属の英語講師を置いて拡充するという提案になっている。 

 

えいごあそびなどの園ならではの独自事業を実施しているという情報について保育

園入園を検討している保護者は知れる機会はあるのか。保育園を選ぶ時、こういう取

組しているならこの園に入園したいという人もいるかもしれないので、保護者が情報

を入手できればいい。 

【議事要旨】 
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金田課長 

 

 

野々山課長 

金田課長 

 

 

 

野々山課長 

 

金田課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

野々山課長 

金田課長 

 

 

野々山課長 

金田課長 

 

 

 

野々山課長 

金田課長 

 

 

荒川部長 

 

金田課長 

 

 

 

 

荒川委員長 

（全員） 

区のホームページからは確認できないが、希望者は保育園の見学ができるので、その

際に説明はある。 

 

１位と２位の点差は１０点で、接戦であった。事業者Ａが１０点上回った要因は。 

どちらの事業者も保育園を担う運営事業者として水準は高く、どちらが指定管理を担

っても問題ない。一方で、障害者雇用について、Ａ事業者は法定雇用率を達成してい

るが、Ｂ事業者は未達成で今後、達成する見込みも薄く、点数を下げた要因となった。 

 

２次審査で委員が１名欠席している。場合によっては逆転の可能性もあったかもしれ

ないが、今回の決定は問題ないのか。 

設置要綱では「委員会は、委員の過半数の出席がなければ、会議を開くことができな

い。」としており、当日は過半数の委員は出席しているので、会議をそのまま行うこ

と自体に問題はない。当日急遽の欠席ということもあり、選考委員や応募事業者の負

担を鑑みると、二次審査を再度設定して開催することは現実的でないことから、当該

委員同意の上、第二次審査については当該委員を除いて評価することを選考委員会と

して決定している。 

当該指定管理者候補者については、選考委員会のもと適切に選考を行い、欠席委員を

含めた選考委員会の総意として決定しており、問題はない。 

 

現指定管理者と保護者の信頼関係はどうか。 

毎月のモニタリングや利用者アンケートの結果、しっかり保育士と保護者がコミュニ

ケーション取れていると確認している。 

 

園長、副園長の役割分担はどうか。 

園長、副園長の役割分担はしっかりできている。園長は主に地域や関係機関など対外

的な窓口、園全体の管理、法人本部との調整を担い、副園長は行事計画の立案、園だ

よりの作成、職員会議の取りまとめ役などを担っている。 

 

保育士の定着、労働環境、育成はどうか。 

定着してもらうためにも、正社員での採用を基本とし、しっかりと研修を行い、育成

を図っている。また、職員の健康管理のため、ストレスチェックや面談も行っている。 

 

委員の一人が事業者Ｃに対し、「ダイナミックな保育という言葉に不安を感じた」と

あるが、どういうことか。 

保育は地道にコツコツ、丁寧にやっていくものという考えがある中で、ダイナミック

という言葉に違和感を持った委員がおられた。ただ、事業者Ｃとしては大規模園だか

らこそ大人数での遊びができるという趣旨でダイナミックという言葉を使っており、

丁寧な保育というものを否定したものではない。 

 

他になければ、本件については了承でよろしいか。 

異議なし。 


